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「ごみ屋敷」 背屎に病気、孤立 「
ご
み
屋
敷
」
と
い
う
呼
称
を
変
え
ま
せ
ん
か
1
0

高
齢
者
ら
が
家
に
物
を
た
め
込
み
、
周
囲
と
ト
ラ
プ
ル

に
な
る
問
題
。
そ
の
住
人
は
「
変
わ
り
者
」
な
ど
と
偏

見
や
好
奇
の
目
で
見
ら
れ
が
ち
だ
。
だ
が
近
年
の
調
査

で
背
景
に
認
知
症
や
心
身
の
衰
え
、
孤
立
や
困
窮
な
ど

の
影
響
が
あ
る
実
態
が
判
明
。
識
者
ら
は

「必
要
な
の

藝
療
や
福
祉
の
畜
と
、
実
態
に
ふ
さ
わ
し
い
呼
称
」

と
庸
す
る
。

「
実
は
重
大
な
問
題
な
の
に
、
問
題
は
2
0
0
5年
ご
ろ
か
ら

国
は
十
分
認
識
し
て
い
な
い
の
各
地
で
顕
在
化
。

「
悪
臭
や
虫

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
域
住
民
が
出
る
」
「
火
事
が
心
配
」
な

か
ら
の
相
談
も
、
対
応
に
悩
む
ど
、
近
隣
の
苦
情
を
機
に
自
治

自
治
体
も
多
く
対
策
は
手
探
り
体
が
対
応
を
迫
ら
れ
る
例
が
多

で
す
」

。
昨
秋
か
ら
実
態
調
査
い
。
10年
ほ
ど
前
か
ら
対
策
の

を
進
め
る
総
務
省
の
担
当
者
は
た
め
の
条
例
を
つ
く
る
自
治
体

話
す
。
全
国
の
市
や
特
別
区
な
が
増
え
て
き
た
が
「
環
境
」
や

ど
に
対
策
の
実
情
や
課
題
を
聞

「ご
み
」
問
題
と
し
て
扱
う
傾

き
取
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
共
向
に
あ
っ
た
。
住
む
人
へ
の
命

有
し
た
い
考
え
だ
。

令
や
行
政
代
執
行
に
よ
り
撤
去

「
ご
み
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
る
す
る
規
定
な
ど
、
強
制
力
に
頼

偏見生む呼称改称求める声

ご
み
屋
敷
大
量
の
ご
み
や
物
品
が
放
置
さ
れ
、

麗

鸞
ゃ
璽
の
発
生
、
火
災
の
腐
が
生
じ
る
な
ど
、

園
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
建
物
な

ど
を
指
す
。
問
題
に
直
接
対
応
す
る
法
律
は
な
い
。
2
0
1
5

年
に
は
京
都
市
が
全
国
で
初
め
て
ご
み
屋
敷
対
応
の
条
例
に
基

づ
き
、
代
執
行
で
ご
み
を
撤
去
し
た
。

高齢者が家の内外に
物をため込むなどの状態に

陥った理由............................. 
► 認知症物忘れ
精神疾患などの問題

► 親しい人との死別

► 家族や地域など
からの孤立

► 病気けがなど
身体の問題

► トラブルなどの経験

► 人との交流が
苦手な性格

► 経済的な理由など .,0.1 
遭害などで自立が困難■8.7

► 片付けが苦手な性格 ■7.2

► 飲酒を巡る問題 12.2 

H
立
つ
単
身
高
齢
者
、
認
知
症

東
京
都
鑓
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

研
究
所
の
井
藤
佳
恵
研
究
部
長
。

「
物
を
た
め
込
む
状
況
に
至
っ
た

人
の
心
理
に
、
焦
点
を
当
て
支
援

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
」
と

ヽ

話
す

る
姿
勢
が
目
立
つ
。

だ
が
、
各
地
の
事
例
か
ら
は

そ
う
単
純
な
話
で
は
な
い
と
明

ら
か
に
。
こ
の
問
題
に
詳
し
い

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ

ー
研
究
所
の
井
藤
佳
恵
研
究
部

長
（
老
年
精
神
医
学
）
は

「強

引
に
片
付
け
て
も
、
時
間
が
た

つ
と
元
に
戻
る
例
が
珍
し
く
な

い
。
対
症
華
俣
に
過
ぎ
な
い
と

分
か
っ
て
き
ま
し
た
」
。

井
藤
部
長
が
訪
問
調
査
し
て

き
た
住
人
61人
の
う
ち
、

6
割

強
は
単
身
の
高
齢
者
だ
っ
た
。

7
割
近
く
が
認
知
症
を
患
い
、

約
4
割
は
身
体
機
能
が
低
下
し

て
い
た
。「
周
囲
に
気
兼
ね
し
、

支
援
を
求
め
る
煩
わ
し
さ
な
ど

を
感
じ
て
い
る
う
ち
、
物
が
た

ま
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
、
ま
れ

で
は
な
い
の
で
す
」

ま
た
約
7
割
は
家
の
中
だ
け

に
物
を
た
め
込
み
、
近
隣
に
気

付
か
れ
ず
に
生
活
し
て
い
た
。

「
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
る
よ

う
な

[ii.
J
み
屋
敷
』
は
、
ご
く

一
部
の
極
端
な
例
に
過
ぎ
ま
せ

ん
」
。
内
閣
府
や
民
間
の
研
究

機
関
の
調
査
で
も
、
病
気
や
孤

立
が
要
因
と
し
て
浮
か
び
上
が

る
。

※
複
数
回
答
。
内
閣
府
調
べ

先
欝
な
地
域
で
は
、
住
人

を
「
排
除
よ
り
支
援
を
す
る
相

手
」
と
位
置
付
け
、
孤
立
解
消

を
主
眼
に
試
行
錯
誤
し
て
き

た
。
だ
が
、
そ
う
し
た
視
点
は

社
会
に
十
分
広
が
っ
て
い
な

い
。
血
窃
病
省
の
担
当
者
は

「現

場
の
実
態
は
多
様
な
だ
け
に
、

ど
う
定
義
す
る
か
も
難
し
い
課

題
で
す
」
と
説
明
す
る
。

井
欝
長
は

「今
の
呼
称
で

は
人
よ
り
も
住
環
境
の
方
に
焦

点
が
当
た
り
、
偏
見
も
生
ま
れ

が
ち
。
近
隣
と
対
立
す
る
構
図

も
描
か
れ
や
す
い
」
と
指
摘
。

成
人
病
が
生
活
習
慣
病
へ
と
改

称
さ
れ
た
例
な
ど
も
踏
ま
え

「
先
入
観
や
偏
見
に
つ
な
が
ら

な
い
名
称
が
あ
れ
ば
、
こ
の
問

題
に
対
す
る
視
点
が
、
少
し
変

わ
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」
と
、
新
た
な
呼
称

の
必
要
性
を
訴
え
る
。

道
内

109件
把
握

既
に

33件
改
善

昨
年
9
月
末
時
点

環
境
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

2
0
1
8年
度
か
ら
22年
度
ま

で
の
間
に
全
国
の
各
自
治
体
が

把
握
し
た
「
ご
み
屋
敷
」
の
件

数
は
、

5
2
2
4
件
に
上
っ
た
。

全
1
7
4
1市
区
町
村
を
対
象

に
、
昨
年
9
月
末
時
点
の
状
況

を
聞
い
た
。
件
数
を
都
道
府
県

別
に
み
る
と
、
東
京
の
8
8
0

件
が
最
多
で
、愛
知
5
3
8件、

千
葉

3
4
1件
と
続
き
、
北
海

道
は
1
0
9
件
で
14番
目
だ
っ

こ
。

t
 

ま
た
、
道
内
1
0
9件
の
う

ち
、
科
は
既
に
「
ご
み
屋
敷
」

状
態
が
改
善
さ
れ
て
い
た
。
改

善
率
の
全
国
平
均
は
49
.
5
%

で
、
道
内
の
30
.
3
％
は
都
道

府
県
別
で
32番
目
だ
っ
た
。
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